
　 去る ３ 月22日（ 水） に第５ 回酪農後継者育成塾

が本会大会議室で開催さ れ、24名が受講し ま し た。

　 ら く のう マザーズ小池常務の挨拶では、 都道府

県の酪農情勢、 飼料情勢など について話があり ま

し た。 ま た、 経営について何をし なければなら な

いか、 情勢が回復し た際の備えなど 、 こ れから の

熊本の酪農を担っていく 受講者へ向けて激励の言

葉があり ま し た。

　 今回の育成塾は、 全酪連

酪農生産指導部の置本宗康

氏よ り 、「 酪農の『 経 営管

理』 について 」 と 題し 、 ①

決算書から の経営分析、 ②

牛群動態の考え 方、 ③今の

情勢下において生産現場で

何ができ る か、 について ご

講演頂き ま し た。

　 ①決算書から の経営分析に関し ては、 グループ

ワ ーク を交えながら 、 酪農経営において入ってく

る お金や出ていく お金について考えま し た。「 減

価償却費」 や「 育成仮勘定」 の概念の説明も あ

り 、 実際のお金の流れ（ キャ ッ シュ フロ ー） と 決

算上の収支（ 損益） は一致し ない点に注意し なけ

ればなら ないなど の話があり ま し た。 逆に、 その

よ う な点を理解し ていれば、 借入金償還計画や牛

群検定データ など も 踏ま える と 実際のお金の動き

を把握する こ と ができ ま す。

　 ②牛群動態の考え方については、 指標と なる 除

籍頭数率、 育成牛保有率の考え方についての話が

あり ま し た。 それら を予測する こ と ができ れば、

以下のよ う に今後の経営がある 程度予測でき 、 農

場のムダを省く こ と も でき ま す。

・ 飼養頭数×個体乳量×乳価＝総乳代

・ 飼養頭数×飼料摂取量×飼料単価＝飼料費

・ 飼養頭数×（ 分娩間隔÷1 2 ） ＝産子数

　 ※受精割合が分かれば、 ×販売単価

＝子牛売上高

・ 除籍する 牛の数が分かれば、 牛群頭数を 維持す

るために必要な育成牛の数

　 ③今の情勢下において生産現場で何ができ る か

については、 グループワ ーク を行い、 酪農経営の

好転に向けてのプラ ス 要因、 好転を妨げる マイ ナ

ス 要因について、 それぞれ外部要因と 内部要因に

分類し ま し た（ SWOT分析）。 その内部要因のプ

ラ ス （ 強み） を伸ばし 、 マイ ナス （ 弱み） を克服

する こ と が経営を良く し ていく ために必要です。

　 置本氏から 総じ て、 今でき る 対策と し ては収入

を 上げる こ と は困難なので、 分娩間隔の短縮や

牛群の「 ム ダ（ ＝事故）」 の低減が重要であ る と

いう こ と で、 そのために移行期管理、 カ ウ コ ン

フ ォ ート などの見直し について、 理屈を知り 改善

を行っていく べき と のこ と です。

　 今回は「 経営」 と いう 一見難し いテーマでし た

が、 グループワ ーク やケース ス タ ディ を交え、 自

身で考える にあたり 、 今後、「 経営」 について考

える き っかけになったと 思いま す。

　 来年度も 後継者の育成や交流を目的と し た酪農

後継者育成塾を 開催する 予定です（ 全５ 回）。 現

在、 各組合を通じ て受講者を募集し ていま す。 就

農年数や年齢等は問いま せん。 ご興味のある 方や

お問い合わせ等ございま し たら 担当ま でご連絡下

さ い。

（ 営農指導課 096－388－3510　 担当： 作村）

第５ 回酪農後継者育成塾が開催さ れまし た第５ 回酪農後継者育成塾が開催さ れまし た
生産本部　 営農指導課　 　

置本　 宗康 氏
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第19回オール九州ブラッ ク アンド ホワイト ショ ウ 開催第19回オール九州ブラッ ク アンド ホワイト ショ ウ 開催
（ 付帯行事　 第4 6 回熊本県ブラッ ク アンド ホワイト ショ ウ）（ 付帯行事　 第4 6 回熊本県ブラッ ク アンド ホワイト ショ ウ）

　 去る ３ 月５ 日（ 日）、

菊池郡大津町の熊本県家

畜市場で、 九州ホルス タ

イ ン改良協議会（ 岡嶋建

一郎会長） 主催の第19回

オール九州ブラ ッ ク アン

ド ホ ワ イ ト シ ョ ウ （ 付

帯行事 第46回熊本県ブ

ラ ッ ク アンド ホワ イ ト ショ ウ ） が開催さ れま し た。

　 ホルス タ イ ン種牛の体型資質の改良向上を目指

し 、 生産効率の高い牛群を増殖する と 共に酪農経

営の堅実な発展を期し 、 同志間の連帯親睦を深め

る こ と を目的と し て行われており 、 九州全県から

120頭が出品さ れま し た。

　 審査員はジェ ッ ト ス ト リ ームジェ ネティ ク ス 社

所属のロ ジ ャ ー・ タ ーナー氏が招かれま し た。

ジュ ニアの部（ 第１ 部～第５ 部）・ イ ンタ ーミ ディ

エイ ト の部（ 第６ 部～第10部）・ シニアの部（ 第

11部～第13部） に分けて厳正なる 審査が行われ、

それぞれのチャ ンピ オン・ リ ザーブチャ ンピオン

が決定さ れ、 最後に当日のグ ラ ン ド チャ ン ピ オ

ン・ リ ザーブチャ ンピオンが決定さ れま し た。

　 今回のグ ラ ン ド チャ ン ピ オン 及びイ ン タ ーミ

ディ エイ ト チャ ン ピ オン には㈱有田牧場（ 熊本

県） 所有のKM フアス ト  アタ ツ ク  チヤンス 号、

リ ザーブチャ ン ピ オン には㈱ト レ ジャ ーラ ン ド

（ 大分県） 所有のト レ ジヤーラ ンド  ド アマン AW 

タ リ ー号、 ジュ ニアチャ ンピオンには中村　 毅氏

（ 福岡県） 所有のビユーテイ ガール アンク レ ツ ト  

タ ト ウ ー号が選ばれま し た。

　 九州農政局賞には、 グ ラ ン ド チャ ン ピ オン と

ジュ ニアチャ ンピ オン、 熊本県知事賞には有田牧

場所有のKM フ アス ト  アタ ツク  チヤンス （ グラ

ン ド チャ ン ピ オン およ びイ ン タ ーミ ディ エイ ト

チャ ンピ オン） が選ばれま し た。

　 ま た、 開催前日の４ 日（ 土） には、 藤山茂氏（ ㈱

十勝家畜人工授精所） を講師と し て、 リ ード マン

ス ク ールが行われ、 ４ 月に迫った全日本ブラ ッ ク

アンド ホワ イ ト ショ ウ に向けて大いに盛り 上がっ

た大会と なり ま し た。

審査員

ロ ジャ ー・ タ ーナー氏
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出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 0 0 5
KM  フ アスト  アタ ツ ク  チヤン ス フ アーニア BH  フ アースト  グレ ード  ET

自家産
ホワイ ト 酪農協

1 6 0 8 7 1 1 1 4 5 1 8 7 D H  アタ ツク  チツプ (株)有田牧場

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

5 0 4
ビ ユーテ イ ガール ア ン ク レ ツ ト  タ ト ウー ダケツ ト  ク ラ ツ シユ タ ト ウー E T

自家産
福岡県乳牛改良協議会

1 6 3 3 1 2 8 6 2 8 3 5 1 1 ビ ユーテ イ ガール ユニ ク ス  ア ン ク レ ツ ト  タ ン グ E T 中村　 毅

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

5 0 5
TO N O サイ ド キツ ク  ジユエリ ー ウオルナツト ローン  サイ ド キツ ク  ET 

自家産
宮崎県乳用牛改良同志会

1 6 2 4 8 4 7 1 5 6 3 4 9 TON O ウイ ツ ト ニー プルーミ ー 都城農業高等学校

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

7 1 4
オールド リ バー エフ エム カ ウン テス  フ ア イ ザー バルビツソ ン ド アマン ET

自家産
佐賀県乳牛改良同志会連絡協議会

1 4 6 9 4 9 0 4 9 4 2 1 2 4 オールド リ バー エフ エム カウンテス パリ ピ ㈱オールド リ バー

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 2 0 8
ド リ ームホープ  ク ラ ツ シ ユ デニ セ ス マーベリ ツク  ク ラ ツシユ

自家産
長崎県乳牛改良同志会

1 5 0 1 2 8 0 2 7 4 2 8 1 2 2 8 ド リ ームホープ ブ ラ ク ス ト ン  デニセス (株)溝田フ ァ ーム

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 0 1
アン グラ  デルタ ラ ムダ ト リ プルスリ ー フ アーニア デルタ ラ ムダ ET

自家産
菊池地域農協（ 旭志）

1 4 2 4 4 0 0 7 3 5 4 6 2 0 アングラ  D O IT チツプ ウイ ツト ニー ET 本田　 真人

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

2 1 7
プ ラ チナ TK O  サク ラ ン ド  サイ ド  エン ゲージ E T ブラ バント デール アロングサイ ド  ET

自家産
宮崎県乳用牛改良同志会

1 4 1 7 8 5 3 0 8 1 4 1 2 3 TKO サク ラ ンド  ソ ロモン エンゲージ 浜崎　 太一

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 2 0 7
ト レ ジヤーラ ン ド  ド アマン  AW  タ リ ー バルビツソ ン ド アマン ET

自家産
大分県乳牛改良連絡協議会

1 5 2 9 8 3 7 7 3 3 2 9 2 1 1 ト レ ジ ヤーラ ン ド  ダン デイ ー アト ウツ ド  タ リ ー ㈱ト レ ジャ ーラ ンド
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出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

3 2 1
キー M W  ド ツグ ブリ ス ウツ ド ク レ スト  キング ド ツク

自家産
熊本酪農協

1 6 4 1 0 0 2 7 1 2 3 1 0 4 M W  JACOBS  ユニク ス ブレイ  ET 松島　 太一

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

6 0 2
パイ ン アール セン タ ーマウン テン  キユート マン デイ ベロツプ キユート マン ET

自家産
大分県乳牛改良連絡協議会

1 5 8 4 4 5 7 3 8 9 2 1 0 1 0 セン タ ーマウン テ ン エモーシヨ ン フ ロスト 松尾　 龍児

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

8 0 1
キー エピソ ード  ク ラ ツ シヤブル OH  リ バー S Y C ク ラ ツ シヤブ ル ET

自家産
熊本酪農協

1 6 0 5 6 0 1 8 8 3 2 9 4 エピソ ード  オブ キー ET 松島　 太一

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

9 0 4
キー グリ ーン フ ラ ワー アデイ ーン  E T バルビツソ ン ド アマン ET

自家産
熊本酪農協

1 6 0 1 9 0 1 2 7 7 1 1 1 2 7 グリ ーンフ ラ ワー チーフ  アデイ ーン  ゴールド  ET 松島　 太一

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 1 0 6
ビ ツ グリ バー ナイ ト ヘイ ブ ン  ク ラ ツ シユ マ ルコ  マーベリ ツク  ク ラ ツシユ 

自家産
宮崎県乳用牛改良同志会

1 3 8 2 8 4 5 8 2 1 3 0 9 2 4 D KF ナイ ト ヘイブン マルコ ーニ 川野　 大輔

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 3 0 1 -1
オールド リ バー Fマダム フ レ ツド  ド アマ ン バルビツソ ン ド アマン ET

自家産
佐賀県乳牛改良同志会連絡協議会

1 3 6 1 0 4 7 7 2 7 2 8 1 2 4 オールド リ バー F マ ダム フ レ ツ ド  シ ド ㈱オールド リ バー

出品

番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

4 1 9
スマイ リ ー ビ ユーテイ ー バツク フ リ ツ プ  カ ーリ ー ジエイ コ ブス バツ ク フ リ ツ プ ET

自家産
球磨酪農協

1 6 3 9 5 7 7 4 2 0 3 7 1 5 ス マイ リ ー ビ ユーテイ ー ド ア マン  テイ ラ ー E T 村田　 瑞晃
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　 去る ３ 月11日（ 土）、 菊池市七城町の㈱熊本畜産流通センタ ーに於いて、 第８ 回九州連合乳用種経産

牛枝肉共励会が開催さ れま し た。 こ の枝肉共励会は酪農生産事業推進研究会及び全国酪農業協同組合連

合会が主催し 、 沖縄県と 長崎県を除く 九州６ 県よ り 、 乳用種の経産牛24頭が出品さ れ、 出品牛に乳用種

経産牛だけの枝肉共励会と し ては、 全国でも 非常に珍し い共励会になり ま す。

　 審査の結果、 最優秀賞には、 土井信二さ ん（ 火の国酪農協） の等級B-3、 枝肉重量494.2kg（ 生体重

919kg、 BMS No.５ ､ BCS No.４ ､ ロ ース 芯面積69.2㎠、 ばら の厚さ 5.3cm ） が受賞さ れ、 前回に引き

続き 、 熊本県出品牛の連続受賞と なり ま し た。 最優秀賞の枝肉は、 １ kg当たり 1,500円の高値が付き 、

格付け、 単価と も に肉用牛に引けを取ら ない結果と なり ま し た。

　 共励会全体と し ては､ 平均生体重量850.7kg、 平均枝肉重量448.7kg、 平均ロ ース 芯面積36.1㎠、 平均

枝肉単価821.7円と なり ま し た。

　 今回、 熊本県から は５ 頭が出品さ れ、 平均枝肉単価は、 907円でし た。

第８ 回九州連合乳用種経産牛枝肉共励会第８ 回九州連合乳用種経産牛枝肉共励会

セリ 風景

表彰式風景

最優秀賞枝肉（ 土井信二）

枝肉共励会入賞者一覧

枝肉共励会出品データ （ 平均値）
生
後
月
齢
（
ヶ
月
）

生
体
重
（
㎏
）

枝
肉
歩
留
（
％
）

枝
肉
重
量
（
㎏
）

ロ
ー
ス
芯
（
㎠
）

ば
ら
厚
さ
（
㎝
）

皮
下
厚
さ
（
㎝
）

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№

Ｂ
Ｃ
Ｓ
№

Ｂ
Ｆ
Ｓ
№

単
　
価
（
円
）

全体平均 72.9 850.9 52.6 448.7 36.1 4.8 1.5 2.1 4.9 3.8 821.7

出品組合名 出品者 褒賞

火の国酪農協 土井　 信二 最優秀賞
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細川　 亜衣氏

　 ミ ルク やチーズと いう と 、 ど こ と なく 西洋の香

り が漂う 。“ アルプス の少女ハイ ジ” を 見て育っ

た世代だから だろう か、 なおさ ら のこ と 、 牧場を

想像する と 真っ先にアルプス を思い描いてし ま う

のだ。

　 そんな私が、 30代の後半に実際にイ タ リ ア・ ア

ルプス の麓の町に縁あって暮ら すこ と と なった。

料理修行で滞在し ていたホ テル・ レ ス ト ラ ン で

は、 毎朝ビュ ッ フ ェ ス タ イ ルの朝食に真っ白なバ

タ ーと 大き なチーズが並び、 それはま さ にハイ ジ

の暮ら し から 飛び出し てき たかのよ う な風景だっ

た。 自家製酵母で焼いた大き なパンを好き な厚さ

に切り 、 バタ ーをのせ、 さ ら にチーズをたっぷり

と のせ、 雪で覆われたアルプス を眺めながら かぶ

り つく 。 飽き る こ と なく 、 私は来る 日も 来る 日も

その白く 贅沢な重なり を楽し んだ。

　 日々の食卓にバタ ーと チーズが欠かせなかっ

た。 イ タ リ アと いえばオリ ーブ油の国だが、 北イ

タ リ アでは地形的にオリ ーブが栽培でき ない場所

も 多い。 酪農が盛んなアルプス 一帯では草を食ん

で育つ牛のミ ルク で作ら れる 良質なバタ ーと チー

ズが豊富で、 その香り や味わいの豊かさ には驚か

さ れる 。 バタ ーと パルミ ジャ ーノ ・ レ ッ ジャ ーノ

だけであえる “ タ ヤリ ン” と いう 卵黄をたく さ ん

練り 込んだ手打ちパス タ 、 ある いはリ ゾッ ト やポ

レ ンタ など 、 小麦粉、 米、 と う も ろこ し 粉と いっ

た素朴な穀類も 、 バタ ーと チーズのおかげで一気

にご馳走になる 。 し かも 、 ど ちら も 仕上げに加え

る ので、 たっぷり と 使っても 重たく なら ず、 むし

ろその鮮やかな風味が生かさ れる のである 。

　 と はいえ、 日本は気候風土がちがう ため、 イ タ

リ ア人のよ う にバタ ーやチーズをいつも 食べたい

かと いう と 、 そればかり ではない楽し み方も ある

こ と に気づいてき た。“ 乳製品＝西洋料理” では

なく 、 日本を初めと する アジアの料理にも 、 工夫

次第でと ても 自然に取り 入れる こ と ができ る の

だ。 たと えば、 いり こ と 昆布のだし を 牛乳で割

り 、 好みの具材を ゆら ゆら と 煮て 食べる “ 牛乳

鍋”。 ある いはも ちと 熟成し たチーズを 春巻き の

皮で巻いて揚げ、 山椒の葉を散ら し て塩で食べる

春巻き 。 八代のすじ 青のり と バタ ーであえる 手打

ち麺。 いずれも 乳製品がごく 自然な形で日本古来

の食材と 結びつく のがう れし い。 シチュ ーやグラ

タ ン ばかり でない、 乳製品の生かし 方を 酪農王

国・ 熊本のみなさ んにも っ と 知っ ていただけた

ら 、 と 願ってなら ない。

COLUMN ― コ ラ ム ―

　 　 経　 歴

●19 7 2 年岡山県生まれ。

●大学卒業後、 日本と イタ リ アを行き来し ながら 東京で料理教室を主宰。

●結婚を機に熊本に移住。

●住まいのある泰勝寺（ taishoj i） を拠点に料理教室や料理会等を企画。

●料理家と し て、 書籍・ 雑誌などのメ ディ アで活動。
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子牛の血便子牛の血便
生産本部指導部技術課　 吉村　 直人

　 牛舎で子牛にミ ルク をあげる 際などに便を観察

し てみる と 、 血が混じ っている と こ ろを発見し た

こ と がある と 思いま す。 こ のよ う に消化管内の出

血によ り 糞便に血が混じ る 状態を 血便と 呼びま

す。 消化管粘膜の傷害の指標と なる ため、 普通の

下痢よ り も 症状が重篤である 可能性があり ま す。

　 ま た、 その傷害が重度になる と 、 粘膜を保護す

る ために分泌さ れた粘液が便と 一緒に排出さ れ、

粘液便や粘血便と いう 症状も 見ら れま す。 原因に

よ って好発齢や予防など の対策法が異なり ま す。

　 さ ら に急性症状を示し て数日のう ちに死に至る

も のも ある ため、 素早い診断が必要になり ま す。

【 原因】

　 感染によ り 子牛に血便を引き 起こ す原因は主に

①原虫性、 ②細菌性、 ③ウ イ ルス 性があり ま す。

いずれも 感染牛の糞便を経口摂取する こ と で感染

が広がり ま す。

①原虫性

原虫性の中で１ 番知ら れている のはコ ク シジウ

ム症です。

コ ク シジウ ム 症はEim eria属の原虫が牛の腸管

に寄生し て起こ る 下痢症です。 ３ ～４ 週齢以降

の子牛で見ら れ、 重症例では下痢に鮮血が混じ

り 、 し ぶり （ 排便姿勢を と る も 便が出な い状

態） が見ら れま す。 ク ロ ス ト リ ジウ ムなどの細

菌と 混合感染する と 重症化し やすく 死に至る こ

と があり ま す。

②細菌性

細菌感染によ って引き 起こ さ れる 血便と し て大

腸菌と サルモネラ が挙げら れま す。

大腸菌の血便は志賀毒素産生性大腸菌（ STEC）

によ る も ので、 10 ～ 30日齢にて粘血便を 引き

起こ し ま す。 重度の脱水症状を伴い、 急激に死

に至る こ と も あり ま す。 生後５ 日以内に白痢を

引き 起こ す腸管毒素原性大腸菌（ ETEC） と は

別の種類になり ま す。

サルモネラ 症はサルモネラ が小腸で増殖し 下痢

を引き 起こ し ま す。 保菌牛の導入、 汚染飼料の

摂取、 野生動物の持ち込みなど によ り 農場に侵

入し 、 感染が広がり ま す。 症状が回復し ても 長

期にわたり 保菌牛と なる ため注意が必要です。

６ か月齢以内の子牛で見ら れ、 特に１ か月齢以

下では重篤化し やすく 致死率も 高く なり ま す。

粘血便が見ら れ、 偽膜（ 壊死し た膜様物） が混

じ る こ と も あり ま す。 肺炎や関節炎、 神経症状

を示すこ と も あり ま すが、 症状が見ら れずに突

然死する こ と も あり ま す。

③ウ イ ルス 性

ロ タ ウ イ ルス やコ ロ ナウ イ ルス など のウ イ ルス

によ る 下痢が重症化し 、 血便を示すこ と があり

ま す。

ロ タ ウ イ ルス は子牛の下痢において最も 一般的

な原因であ り 、 ４ ～ 14日齢の子牛に好発し 、

ミ ルク 臭を伴う 黄色水様便を示し ま す。 重症化

する と 血便を示し ま すが、 適切な治療を行えば

致死率は低く なり ま す。

コ ロ ナウ イ ルス は１ ～３ 週齢の子牛に多く 、 ロ

タ よ り 腸の広範に病変を生じ さ せる ため粘血便

などの大腸炎の症状がよ く みら れま す。

　 上記のよ う に好発齢や症状の多少の違いから こ

れら の病原体のど れに感染し ている かを推測する

こ と はでき ま すが、 糞便を検査する こ と によ り 確

定診断する こ と ができ ま す。

　 コ ク シジウ ム症は糞便を顕微鏡で見て虫卵を確

認する こ と で診断を行いま す。 ロ タ 、 コ ロ ナ、 大

腸菌は簡易キッ ト が開発さ れ迅速な診断が可能に

なり ま し た。 一方、 サルモネラ は診療所で確定診

断する こ と は不可能なので家畜保健所に依頼する

こ と になり ま す。 原因を特定し たい際にはかかり

つけの獣医師に相談し てみてく ださ い。
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九州支店

熊本県熊本市東区小山 7丁目4-15

【 治療】

①コ ク シジウ ム症に対し ては、 サルファ 剤の経口

投与や注射が第一選択と なり ま す。 通常５ 日程

度の治療で好転し ま すが、 症状が改善し ない場

合下痢が慢性化し 、 削痩や発育不良につながり

ま す。

　 　 ま た、 混合感染や二次感染に対する 抗菌薬の

投与や全身症状を改善さ せる ために補液等を行

う 対症療法も 必要になる こ と があり ま す。

②細菌性下痢に対し ては、 原因菌に対応する 抗菌

薬の投与、 脱水や栄養障害に対する 対症療法、

ま た腸内細菌叢を正常化さ せる ために生菌製剤

の併用が有用と さ れていま す。 し かし 、 特にサ

ルモネラ について、 近年は多く の抗菌薬に耐性

を持つ菌種も 増えており 、 一度侵入する と 終息

する ま でに多大な時間がかかる ため、 予防に力

を入れる こ と が大切です。

③ウ イ ルス 性の下痢に対する 確立さ れた治療法は

あり ま せんが、 対症療法や混合感染を防ぐ ため

の抗菌薬が用いら れていま す。

　 いずれの場合も 処置が遅れ、 重症化し た場合に

は早期回復に至ら ない場合があり ま す。 血便が見

ら れた際にはかかり つけの獣医に早めに連絡し て

く ださ い。

【 予防】

　 血便を含め下痢全般の予防と し て経口感染を避

ける ために感染牛の隔離飼育や畜舎や器具の消

毒、 子牛の免疫機能を高める ために適切な初乳の

給与やス ト レ ス の低減があげら れま す。 細菌やウ

イ ルス を牛舎内に持ち込ま ないために踏み込み消

毒槽の設置が有効です。

　 コ ク シジウ ム 症の予防には生後10 ～ 20日での

ト リ ト ラ ズリ ル製剤の経口投与が知ら れており 、

高い効果を示し ま す。

　 ま た、 コ ク シジウ ムは塩素剤など の消毒薬には

高い抵抗性を持つためオルソ 剤での消毒や75度以

上の熱湯撒布によ る 予防策が考えら れま す。

　 細菌性下痢の予防には、 今一度、 畜舎内外の消

毒、 舎内の換気、 敷料の乾燥、 保温など を徹底し

ても ら う よ う お願いし ま す。 サルモネラ にはワ ク

チンがあり 子牛に直接投与する こ と で免疫を獲得

さ せる こ と も でき ま す。

　 ロ タ ウ イ ルス 、 コ ロ ナウ イ ルス に対し ては下痢

５ 種不活化ワ ク チンを母牛に投与する こ と で初乳

を介し た免疫の獲得が期待さ れま す。 混合感染に

よ る 症状の重篤化を防ぐ こ と にも つながり ま すの

でぜひ検討し てみてく ださ い。

　 血便は原因によ っては死に至る こ と も あり 、 牛

舎全体に広がる こ と も あり ま すが、 予防策も 存在

し ま す。 今後農場で子牛の血便が発生し た際に、

今回の記事が少し でも 酪農家の皆様のお役に立て

ればと 思いま す。

血便の好発齢

コクシジウム
（ ３ ～４ 週以降）

生後０日 生後７日

特に重篤化しやすい

生後１ か月

STEC
（ 10～30日）

サルモネラ
（ ６か月以内）

ロタウイルス
（ ４ ～14日）

コロナウイルス
（ １ ～３ 週齢）
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令和４ 年度　 第二回令和４ 年度　 第二回

熊本県ホルスタ イ ン種推奨種雄牛を選定！熊本県ホルスタ イ ン種推奨種雄牛を選定！
生産本部　 指導部　 経営支援課

　 令和５ 年３ 月10日（ 金） に本会３ 階大会議室

で、 令和４ 年第二回熊本県ホルス タ イ ン種推奨種

雄牛選定会議を開催し ま し た。 会議には、 熊本県

乳牛改良同志会、 熊本県乳用牛群検定組合、 熊本

県酪農青壮年部協議会の各代表者に選定委員と し

て務めて頂き ま し た。

　 ２ 月に公表さ れた国内種雄牛評価値（ Ｎ Ｔ Ｐ ）

と アメ リ カ 種雄牛評価値（ Ｔ Ｐ Ｉ ）、 カ ナダ種雄

牛評価値（ Ｌ Ｐ Ｉ ） ド イ ツ種雄牛評価値（ Ｒ Ｚ Ｇ ）

を参考に、 各授精所から ご推薦頂いた種雄牛の中

から 協議の上、 推奨種雄牛を決定し ま し た。

　 なお、 選定基準は、 原則と し てＮ Ｔ Ｐ 換算で40

位以内であり 、 産乳成分、 耐久成分（ 乳器・ 肢）

改良に顕著な特徴がある 種雄牛で可能な限り 判別

精液を有する 種雄牛の選定と なり ま し た。

　 今回選定さ れた推奨種雄牛は、 下記の通り 国産

牛８ 頭、 輸入牛５ 頭の合計13頭と なり ま し た。 そ

れぞれの特徴については、 次号の裏表紙に掲載を

予定し ており ま す。 詳し く は、 本会精液担当者ま

でお問い合わせ下さ い。

　 尚、 近親交配を避ける 為、 登録証を確認し て授

精をお願いし ま す。  

国産牛

順位 N TP 略号 名号
血統 価格帯

父 母の父 通常 雌価格  

N TP
第1 位

2 ,9 4 8 JP3 H 5 7 8 4 3 ワイケーラ ンド  フ アリ ス コ ンシエルジユ ET コ ブラ ミ ツド ナイ ト 3 ,0 0 0 円台 8 ,0 0 0 円台

N TP
第２ 位

2 ,7 7 8 JP3 H 5 8 0 1 0 フ アイ ンデール ホツト  ブーテイ ー ET ホツト ロツド バリ スト 3 ,0 0 0 円台 8 ,0 0 0 円台  

N TP
第３ 位

2 ,7 6 8 JP5 H 5 8 0 9 5 K  ホツト ロード  パリ ス ET アルタ ホツト ロツド フ エイ スブツク 2 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0 円台  

N TP
第８ 位

2 ,4 3 1 JP5 H 5 8 2 3 7 サンラ イ ズ ジオングシャ ム ロツク  ET ジオング ヘツド ラ イ ナー 3 ,0 0 0 円台 8 ,0 0 0 円台  

N TP
第1 0 位

2 ,3 8 0 JP4 H 5 7 8 8 2 TLM  アセンデツド  マスタ ー ブルーマスタ ー ブツケム  1 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0 円台  

N TP
第2 0 位

2 ,1 0 4 JP3 H 5 8 1 1 1 M R  オールダーラ ンド  ド ラ ゴンボール 1 6 0  ET パワーボール Ｐ スタ イ ル Ｐ 1 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0 円台  

N TP
第2 6 位

1 ,9 6 8 JP5 H 5 8 6 0 2 K  アレ ク シア ド ラ コ  バーレ ー ET バーリ ー ド ラ コ 1 ,0 0 0 円台 5 ,0 0 0 円台  

N TP
第2 7 位

1 ,9 6 0 JP3 H 5 8 2 4 7 ボーマツズ アルタ バンコ  ウーノ  ET バンコ パワーボール Ｐ 2 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0 円台 

輸入牛

順位
N TP
換算

略号 名号
血統 価格帯

父 母の父 通常 雌価格  

TP I
第１ 位

- 5 5 1 H 4 1 1 9 ジエノ ソ ース キヤプテン ET チャ ール サブレ - 1 0 ,0 0 0 円台  

TP I
第２ 位

4 ,0 2 4 7 H 1 4 4 5 4 ミ スタ ー T-スプルース フ ラ ツズ ラ イ オネル ET フ ラ ズルド モント ロス 5 ,0 0 0 円台 1 0 ,0 0 0 円台

TP I
第1 6 位

2 ,9 5 5 7 3 4 H 0 0 0 9 1 BGP  ヨ ロ ET バンダレス メ リ デイ アン 4 ,0 0 0 円台 8 ,0 0 0 円台

TP I
第2 9 位

2 ,4 5 8 7 H 1 4 1 6 0 チエリ ーリ リ ー ジツプ ラ スタ ー Ｐ  ET ジピッ ト  P キングボーイ 3 ,0 0 0 円台 8 ,0 0 0 円台

LP I
第４ 位

3 ,0 9 1 2 0 0 H 1 0 7 4 4 ボルデイ  V ジムナスト  ET ド アーズオープン ジャ ビアー 4 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0 円台 
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尚絅大学短期大学部　 食物栄養学科

研究に携わっ た 教員（ 前列右から 原田講師、

柴田助手、 菊池教授、 後列右から 相良教授、

森口助手）

真正牛乳パン の側面

真正牛乳パン の出来は通常のド ラ イ イ ース ト で発酵さ

せて作っ たパンと 比べても 遜色あり ま せん！

通常のド ラ イ イ ース ト で

発酵さ せたパンの側面

　 砂糖や水を使わない「 真正牛乳パン」 を 開発し ま し た。  　 砂糖や水を使わない「 真正牛乳パン」 を 開発し ま し た。  

　 本学科の菊池秀彦教授（ 微生物担当・ 総括）、 相良剛史教授（ 物性評価担当）、 原田香講師（ 官能評価

担当）、 柴田文助手（ パン製造担当） 及び森口裕子助手（ 物性評価サポート 担当） ら の研究グループは、

牛乳を用いる 一方で砂糖や水を添加し ないで製造する パン、 即ち「 真正牛乳パン」 を開発し ま し た。 こ

の「 真正牛乳パン」 は、 通常のド ラ イ イ ース ト を用いて製造し たパンと 、 物性、 色調や官能評価等で比

較し ても 遜色の無い品質である こ と も 明ら かと なり ま し た。

　 本研究成果は、 特許申請を行なった後、 生物工学専門の英文学術雑誌 Current Topics in Biotechnology

に掲載さ れま し た（ Shibata A . et al. Curr. T op. Biotech ., 11：  31 － 36， 2020）。 こ の論文では昨年度の

卒業セミ ナーでこ の研究に携わった学生（ 卒業生） も 共著者と し て名を連ねていま す。 さ ら に今年度は

添加する 牛乳を 増量する こ と によ る 改良を 試み、 その成果を 食品科学教育協議会会誌に発表し ま し た

（ Shibata A . et al., J. A ssoc. Food Sci. Edu. Japan , 12：  27 － 32， 2021）。 こ の論文には、 今年度の卒業

セミ ナーでこ の研究を遂行し た学生（ 卒業生） が共著者と なっていま す。 来年度以降も 、 学生と 教員が

協働し て「 真正牛乳パン」 のさ ら なる 改良を試みる 予定です。

－ 19 －


